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新潟大学医歯学総合病院

総合周産期母子医療センター

同小児科＊

2012年4月～2017年3月の5年間で， 当院

NICUに入院した先天性心疾患児は187名であっ

た．心疾患の内訳，合併症，胎児診断率，出生後

経過などにつき後方視的に検討した．胎児診断さ

れず新生児搬送された先天性心疾患児は，出生後

重症化し緊急治療を要するリスクが高かった．胎

児診断され当院で出生した児の経過は比較的良好

だった．先天性心疾患の胎児診断は，出産後の治

療開始をスムーズとし，重症化の回避に寄与する

と思われる．

13過去10年間に当院で経験した18トリソミー

合併新生児に関する考察

山崎 肇・永山善久・大石昌典

佐藤 尚・阿部忠朗・田中 岳

新潟市民病院総合周産期母子医療センター

新生児内科

【対象】 2006～2016年に経験した11名（男／

女：2/9名，院内／院外出生：4/7名）

【結果】 （1）入院中1名，死亡退院5名，在宅

移行5名（後日死亡)．死亡例の70% (7/10)が

生後6か月以内であった． （2）全例に先天性心疾

患を認め，外科的対応例は1名（肺動脈絞拒術と

動脈管結紮術）であった． 5名に不整脈を認め，

臨床経過に影響した．

【結論】肺血流増加と不整脈への対応が，臨床

経過に影響する．

Ⅱ、特別講演

｢小児高度医療機関，大学病院小児科が小児在宅

医療に取り組む意義とは」

国立研究開発法人国立成育医療研究センター

総合診療部在宅診療科医長

医療連携・患者支援センター

在宅医療支援室室長

中村知夫

14胎児診断された先天性心疾患児の予後の検討
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